
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
主情報信号に拡散符号を重畳して出力する情報出力装置において、
位相の異なる複数の拡散符号を生成する手段と、
上記複数の拡散符号のうちから、複製防止制御信号の制御内容に対応した位相の拡散符号
を選択する手段と、
上記選択した拡散符号を上記主情報信号に重畳して出力する出力手段と、
を備えることを特徴とする情報出力装置。
【請求項２】
主情報信号に拡散符号を重畳して出力する情報出力方法において、
位相の異なる複数の拡散符号を生成するステップと、
上記複数の拡散符号のうちから、複製防止制御信号の制御内容に対応した位相の拡散符号
を選択するステップと、
上記選択した拡散符号を上記主情報信号に重畳して出力するステップと
からなることを特徴とする情報出力方法。
【請求項３】
主情報信号に拡散符号を重畳して出力する情報出力装置において、
系列の異なる複数の拡散符号を生成する手段と、
上記複数の拡散符号のうちから、複製防止制御信号の制御内容に対応した系列の拡散符号
を選択する手段と、
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上記選択した拡散符号を上記主情報信号に重畳して出力する出力手段と、
を備えることを特徴とする情報出力装置。
【請求項４】
主情報信号に拡散符号が重畳された情報信号を受信し、記録媒体に記録する記録装置にお
いて、
位相の異なる複数の拡散符号を生成する手段と、
上記複数の拡散符号を用いて上記情報信号との相関を計算することで、重畳されている拡
散符号を検出し、該検出された拡散符号に対応した複製防止制御情報を出力する出力手段
と、
上記複製防止制御情報に応じて、上記情報信号を上記記録媒体へ書き込むことを制御する
書き込み手段と、
を備えることを特徴とする記録装置。
【請求項５】
主情報信号に拡散符号が重畳された情報信号を受信し、記録媒体に記録する記録方法にお
いて、
位相の異なる複数の拡散符号を生成するステップと、
上記複数の拡散符号を用いて上記情報信号との相関を計算することで、重畳されている拡
散符号を検出し、該検出された拡散符号に対応した複製防止制御情報を出力する出力ステ
ップと、
上記複製防止制御情報に応じて、上記情報信号を上記記録媒体へ書き込むことを制御する
ステップと
からなることを特徴とする記録方法。
【請求項６】
主情報信号に拡散符号が重畳された情報信号を受信し、記録媒体に記録する記録装置にお
いて、
系列の異なる複数の拡散符号を生成する手段と、
上記複数の拡散符号を用いて上記情報信号との相関を計算することで、重畳されている拡
散符号を検出し、該検出された拡散符号に対応した複製防止制御情報を出力する出力手段
と、
上記複製防止制御情報に応じて、上記情報信号を上記記録媒体へ書き込むことを制御する
書き込み手段と、
を備えることを特徴とする記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、例えば、記録媒体に記録されている情報信号を再生して、アナログ信号の状
態で、複製を防止する情報とともに伝送し、伝送された情報信号を受信して別の記録媒体
に記録するのを制限ないしは禁止する方法、装置およびこれに使用する情報出力装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
ＶＴＲ（ビデオテープレコーダ）が普及し、ＶＴＲで再生が可能な数多くのソフトウエア
が提供されるようになってきている。また最近では、デジタルＶＴＲやＤＶＤ（デジタル
ビデオディスク）の再生装置などが現実のものとなってきており、画質、音質の良い映像
、音声を手軽に再生して視聴することができるようになってきている。
【０００３】
しかし、一方で、このように豊富に提供されるようになったソフトウエアが無制限に複製
されてしまうおそれがあるという問題があり、従来から種々の複製防止対策が施されてい
る。
【０００４】
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例えば、アナログ映像信号についての複製を直接的に禁止する方法ではないが、記録装置
としての例えばＶＴＲと、映像を提供するモニタ受像機のＡＧＣ（オート・ゲイン・コン
トロール）の方式の相違、あるいはＡＰＣ（オート・フェイズ・コントロール）の特性の
相違を利用して、実質的に複製を防止する方法がある。
【０００５】
すなわち、例えば、ＶＴＲは、映像信号に挿入された擬似同期信号によりＡＧＣを行い、
モニタ受像機は、この擬似同期信号によらないＡＧＣ方式を採用するというように、ＡＧ
Ｃの方式の相違を利用する方法が前者の例で、オリジナルの記録媒体にアナログ映像信号
を記録するときに、ＡＧＣのための同期信号としてレベルが極端に大きな擬似同期信号を
挿入しておき、再生用ＶＴＲから記録用ＶＴＲに供給する映像信号に、ＡＧＣのための同
期信号として、このレベルが極端に大きな擬似同期信号を挿入するものである。
【０００６】
また、ＶＴＲは、映像信号中のカラーバースト信号そのものの位相によりＡＰＣを行い、
モニタ受像機は、これとは異なるＡＰＣ方式を採用するというように、ＡＰＣの特性の相
違を利用する方法が後者の例で、オリジナルの記録媒体にアナログ映像信号を記録すると
きに、映像信号のカラーバースト信号の位相を部分的に反転させておき、再生用ＶＴＲか
ら記録用ＶＴＲに供給する映像信号としてカラーバースト信号の位相が部分的に反転した
ものを出力するものである。
【０００７】
以上のようにした場合、再生用ＶＴＲからのアナログ映像信号の供給を受けるモニタ受像
機においては、擬似同期信号やＡＰＣのために用いられるカラーバースト信号の部分的な
位相の反転の影響を受けることなく、正常に映像が再生される。
【０００８】
しかし、再生用ＶＴＲからの上述のように擬似同期信号が挿入された、または、カラーバ
ースト信号の位相反転制御を受けたアナログ映像信号の供給を受けて、これを記録媒体に
記録するＶＴＲにおいては、入力信号に基づく利得制御、あるいは位相制御を正常に行う
ことができず、映像信号を正常に記録することができないようになる。したがって、記録
された映像信号を再生しても、視聴可能な正常な映像が再生されることがないようにでき
る。
【０００９】
このようにアナログ映像信号を扱う場合には、複製を禁止するのではなく、正常に視聴可
能な再生映像が得られないようにするものであり、これはいわば消極的な複製防止制御で
ある。
【００１０】
これに対して、デジタル化された情報例えば映像信号を扱う場合には、複製防止符号、あ
るいは複製の世代制限符号などからなる複製防止制御信号を、デジタルデータとして映像
信号に付加して記録媒体に記録しておくことにより、複製を禁止するなどの直接的な複製
防止制御を行うようにしている。
【００１１】
図１８は、このデジタル化された情報を扱う場合の複製装置の基本的な構成図であり、デ
ジタル再生装置１１０で再生されたデジタル情報を、デジタル伝送路１０１を通じてデジ
タル記録装置１２０に送り、複製可能なものは複製を実行し、複製不許可のものは複製を
禁止するものである。
【００１２】
デジタル再生装置１１０に装填されている記録媒体１１１には、デジタル主情報に加えて
、付加情報としての複製防止制御情報が記録されている。この複製防止制御情報は、複製
禁止、複製許可、世代制限などを制御内容として指示するものである。デジタル再生部１
１２は、記録媒体１１１から情報を読み出して、デジタル主情報と共に複製防止制御情報
を得、これをデジタル伝送路１０１を通じてデジタル記録装置１２０に送る。
【００１３】
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デジタル記録装置１２０の複製防止制御信号検出部１２２は、デジタル伝送路１０１を通
じて受信した情報から複製防止制御信号を検出し、その制御内容を判別する。そして、こ
の判別結果をデジタル記録部１２１に送る。
【００１４】
デジタル記録部１２１は、複製防止制御信号検出部１２２からの複製防止制御信号の判別
結果が、デジタル伝送路１０１を通じて入力されたデジタル情報の記録を許可するもので
あるときには、前記入力デジタル信号を記録に適したデジタル情報に変換し、記録媒体１
２３に書き込んで記録を実行するようにする。一方、複製防止制御信号検出部１２２から
の複製防止制御信号の判別結果が、複製禁止であるときには、デジタル記録部１２１は、
前記入力デジタル情報の記録処理を行わないようにする。
【００１５】
さらに、複製防止制御信号検出部１２２からの複製防止制御信号の判別結果が、第１世代
の複製のみを許可するものであるときには、デジタル記録部１２１は、前記入力デジタル
信号を記録に適したデジタル情報に変換し、記録媒体１２３に書き込んで記録を実行する
と共に、付加情報としての複製防止制御信号を複製禁止（次世代の複製禁止）を指示する
ものに変更して、記録媒体１２３に記録するようにする。したがって、複製された記録媒
体１２３を用いては、映像信号を複製することはできないようになる。
【００１６】
このように、主情報信号と、付加情報としての複製防止制御信号をデジタル信号として、
記録装置に供給するようにする、いわゆるデジタル接続の場合には、伝送されるデジタル
データに複製防止制御信号が含まれるので、この複製防止制御信号を用いて、記録装置に
おいて、複製禁止などの複製防止制御を確実に行うことができる。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、図１８のデジタル再生装置が、例えばデジタルＶＴＲの場合には、再生した映
像信号および音声信号をモニターするために、主情報信号である映像信号および音声信号
のみをＤ／Ａ変換回路１１３を通じてアナログ信号に変換して、通常はモニター受像機が
接続されるアナログ出力端子１１４に導出するようにする。
【００１８】
このように、デジタル情報の再生装置であっても、アナログ出力端子１１４に導出される
アナログ信号には、複製防止制御信号は含まれていない。このため、アナログ出力端子１
１４にアナログＶＴＲなどが接続されるアナログ接続の場合には、情報信号の複製が可能
となってしまう。
【００１９】
そこで、Ｄ／Ａ変換された映像信号や音声信号に、複製防止制御信号を重畳付加すること
が考えられるが、Ｄ／Ａ変換された映像信号や音声信号を劣化させずに、複製防止制御信
号を付加し、記録装置において取り出して複製防止制御に用いることは難しい。
【００２０】
したがって、従来は、アナログ接続の場合には、前述したＶＴＲとモニタ受像機のＡＧＣ
の方式の相違、あるいはＡＰＣの特性の相違を利用する複製防止方法を用いて、消極的な
複製防止を行うようにするしか方法がなかった。
【００２１】
ところが、前述したＶＴＲとモニタ受像機のＡＧＣの方式の相違、あるいはＡＰＣの特性
の相違を利用する複製防止制御方法の場合、記録装置側のＡＧＣの方式、ＡＰＣの特性に
よっては、正常に映像信号の記録が行われてしまい、消極的な複製防止さえも、できない
場合が発生する。また、モニタ受像機の再生画像が乱れるなどの問題が生じるおそれもあ
った。
【００２２】
この発明は、複製のための記録装置に入力される信号が、アナログ信号の場合であっても
、上述のような消極的な複製防止策ではなく、アナログ情報信号の再生品質を劣化させず
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に、複製防止制御情報をアナログ情報信号に重畳して記録装置側に伝送することができる
ようにすることを目的としている。
【００２３】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するため、この発明においては、
主情報信号に拡散符号を重畳して出力する情報出力装置において、
位相の異なる複数の拡散符号を生成する手段と、
上記複数の拡散符号のうちから、複製防止制御信号の制御内容に対応した位相の拡散符号
を選択する手段と、
上記選択した拡散符号を上記主情報信号に重畳して出力する出力手段と、
を備えることを特徴とする情報出力装置を提供する。
【００２４】
また、この発明は、主情報信号に拡散符号を重畳して出力する情報出力装置において、
系列の異なる複数の拡散符号を生成する手段と、
上記複数の拡散符号のうちから、複製防止制御信号の制御内容に対応した系列の拡散符号
を選択する手段と、
上記選択した拡散符号を上記主情報信号に重畳して出力する出力手段と、
を備えることを特徴とする情報出力装置を提供する。
【００２７】
この発明においては、主情報信号に重畳させる複製防止制御情報として、異なる位相ある
いは系列の拡散符号を用いることにより、主情報信号に複数の複製防止制御情報を同時に
付加することが可能である。
【００２８】
【発明の実施の形態】
以下、図を参照しながら、この発明の実施の形態について説明する。
【００２９】
以下に説明する実施の形態の情報出力装置と記録装置とにより形成される情報複製防止シ
ステムは、この発明による情報複製防止制御方法が適用されたものである。そして、以下
に説明する実施の形態において、情報出力装置、記録装置は、ともにＤＶＤ（デジタルビ
デオディスク）の記録再生装置（ＤＶＤ装置と以下称する）に適用されたものとして説明
する。なお、説明を簡単にするため音声信号系についての説明は省略する。
【００３０】
［第１の実施の形態］
図１は、この第１の実施の形態の情報出力装置１０を説明するための図である。すなわち
、情報出力装置１０は、この第１の実施の形態において、ＤＶＤ装置の再生系に相当する
。
【００３１】
図１において、ディスク１００は、デジタル化された映像信号、音声信号が記録され、か
つ、付加情報として複製防止制御信号が記録されたもので、この例ではＤＶＤである。複
製防止制御信号は、このディスク１００の最内周のＴＯＣ（Ｔａｂｌｅ　Ｏｆ　Ｃｏｎｔ
ｅｎｔｓ）やディレクトリと呼ばれるトラックエリアに記録することもできるし、映像デ
ータや音声データが記録されるトラックに、記録エリアを別にして挿入記録することもで
きる。以下に説明する例は、後者の場合の例で、映像データを読み出したときに、複製防
止制御信号も同時に読み出される場合である。
【００３２】
この実施の形態において、複製防止制御信号は、映像信号の複製の禁止または許可あるい
は世代制限を示す情報であり、映像データに挿入付加されている。ディスク１００は、情
報出力装置１０に装填されて、読み出し要求により、記録されている信号が読み出される
。
【００３３】

10

20

30

40

50

(5) JP 3700738 B2 2005.9.28



図１に示すように、この実施の形態の情報出力装置１０は、読み出し部１１、復号化部１
２、Ｄ／Ａ変換器１３、加算部１４、複製防止制御信号抽出部１５、ＳＳ（ここで、ＳＳ
はスペクトラム拡散の略である。以下同じ）複製防止制御信号生成部１６、Ｄ／Ａ変換器
１７を備えている。
【００３４】
読み出し部１１は、ディスク１００に記録されている情報を再生して得られる信号Ｓ１か
らデジタル再生映像信号成分Ｓ２を取り出し、これを復号化部１２および複製防止制御信
号抽出部１５に供給する。
【００３５】
復号化部１２は、デジタル再生映像信号成分Ｓ２について復号化処理を行い、これをＤ／
Ａ変換器１３に供給し、このＤ／Ａ変換器１３から、垂直同期信号、水平同期信号を含む
アナログ映像信号Ｓ３を得る。このアナログ映像信号Ｓ３は、加算部１４に供給される。
【００３６】
複製防止制御信号抽出部１５は、読み出し部１１により取り出された再生映像信号成分Ｓ
２の情報データ列中から複製防止制御信号Ｓ４を抽出し、これをＳＳ複製防止制御信号生
成部１６に供給する。
【００３７】
ＳＳ複製防止制御信号生成部１６は、ＰＮ（Ｐｓｅｕｄｏｒａｎｄｏｍ　Ｎｏｉｚｅ；疑
似ランダム雑音）符号列を生成し、このＰＮ符号列を用いて複製防止制御信号Ｓ４をスペ
クトラム拡散する。
【００３８】
図２は、この実施の形態のＳＳ複製防止制御信号生成部１６の構成例を示す図である。図
２に示すように、ＳＳ複製防止制御信号生成部１６は、複製防止制御信号列生成部１６１
、ＰＮ符号列生成部１６２、乗算器１６３を備えている。
【００３９】
複製防止制御信号列生成部１６１には、クロック信号ＣＬＫと、複製防止制御信号抽出部
１５からの複製防止制御信号Ｓ４およびタイミング信号Ｔ１が供給される。この場合、タ
イミング信号Ｔ１は、複製防止制御信号Ｓ４の１ビット毎の区切りのタイミングを示す。
また、この第１の実施の形態では、クロック信号ＣＬＫは、再生デジタル信号に同期した
クロック信号である。
【００４０】
そして、複製防止制御信号列生成部１６１は、複製防止制御信号Ｓ４を１ビット毎に、予
め決められたクロック数分出力することにより、複製防止制御信号列ＦＳを生成し、これ
を乗算器１６３に供給する。この例の場合、例えば、１垂直周期の区間毎に、複製禁止や
複製許可などを指示する１ビットや２ビットの低ビットの複製防止制御信号列ＦＳを生成
するようにする。
【００４１】
ＰＮ符号列生成部１６２には、クロック信号ＣＬＫと、イネーブル信号ＥＮと、初期化信
号（リセット信号）ＲＥが供給される。イネーブル信号ＥＮは、ＰＮ符号列生成部１６２
を動作状態にするための信号であり、この実施の形態のおいては、情報出力装置１０に電
源が投入されることにより生成されて、ＰＮ符号列生成部１６２に供給される。また、リ
セット信号ＲＥは、予め決められた符号パターンを有するＰＮ符号列をその先頭から生成
させるための信号である。
【００４２】
ＰＮ符号列生成部１６２は、イネーブル信号ＥＮに応じて動作が可能な状態にされる。そ
して、ＰＮ符号列生成部１６２は、リセット信号ＲＥが供給されたタイミング毎にＰＮ符
号列をその先頭から生成するものであり、クロック信号ＣＬＫに同期してＰＮ符号列ＰＳ
を生成する。生成されたＰＮ符号列ＰＳは、乗算器１６３に供給される。
【００４３】
図３は、ＰＮ符号列生成部１６２の構成例を示す図である。この例のＰＮ符号列生成部１
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６２は、１５段のシフトレジスタを構成する１５個のＤフリップフロップＲＥＧ１～ＲＥ
Ｇ１５と、このシフトレジスタの適宜のタップ出力を演算するイクスクルーシブオア回路
ＥＸ－ＯＲ１～ＥＸ－ＯＲ５とからなっている。そして、図３に示すＰＮ符号列生成部１
６２は、上述したように、リセット信号ＲＥ、クロック信号ＣＬＫ、イネーブル信号ＥＮ
に基づいて、Ｍ系列のＰＮ符号列ＰＳを発生する。
【００４４】
乗算部１６３は、ＰＮ符号列生成部１６２からのＰＮ符号列ＰＳを用いて、複製防止制御
信号列ＦＳをスペクトラム拡散する。この乗算部１６３からは、スペクトラム拡散された
複製防止制御信号であるスペクトラム拡散信号（以下、ＳＳ複製防止制御信号という）Ｓ
５が得られる。
【００４５】
以上のようにしてＳＳ複製防止制御信号生成部１６から得られるＳＳ複製防止制御信号Ｓ
５は、Ｄ／Ａ変換器１８に供給されて、アナログＳＳ複製防止制御信号Ｓ６とされ、加算
部１４に供給される。
【００４６】
加算部１４は、Ｄ／Ａ変換器１３からのアナログ映像信号Ｓ３と、Ｄ／Ａ変換器１８から
のアナログＳＳ複製防止制御信号Ｓ６とを受けて、アナログＳＳ複製防止制御信号Ｓ６が
重畳されたアナログ映像信号Ｓ７を形成し、これを出力する。そして、このアナログＳＳ
複製防止制御信号Ｓ６が重畳されたアナログ映像信号Ｓ７は、映像を表示するモニタ受像
機や、映像信号を記録媒体に記録する記録装置などに供給される。
【００４７】
図４は、複製防止制御信号と、情報信号この例では映像信号との関係をスペクトルで示し
たものである。複製防止制御信号は、これに含まれる情報量は少なく、低ビットレートの
信号であり、図４（ａ）に示されるように狭帯域の信号である。これにスペクトラム拡散
を施すと、図４（ｂ）に示すような広帯域幅の信号となる。このときに、スペクトラム拡
散信号レベルは帯域の拡大比に反比例して小さくなる。
【００４８】
このスペクトラム拡散信号、すなわち、ＳＳ複製防止制御信号Ｓ６を、加算部１４で情報
信号に重畳させるのであるが、この場合に、図４（ｃ）に示すように、情報信号としての
映像信号のダイナミックレンジより小さいレベルで、ＳＳ複製防止制御信号Ｓ６を重畳さ
せる。このように重畳することにより情報信号の劣化がほとんど生じないようにすること
ができる。したがって、ＳＳ複製防止制御信号が重畳された映像信号がモニター受像機に
供給されて、映像が再生された場合に、ＳＳ複製防止制御信号の影響はほとんどなく、良
好な再生映像が得られるものである。
【００４９】
しかし、後述するように、記録側でＳＳ複製防止制御信号を検出するために、スペクトラ
ム逆拡散を行うと、図４（ｄ）に示すように、ＳＳ複製防止制御信号が再び狭帯域の信号
として復元される。十分な帯域拡散率を与えることにより、逆拡散後の複製防止制御信号
の電力が情報信号を上回り、検出可能となる。
【００５０】
この場合、アナログ映像信号に重畳されたＳＳ複製防止制御信号Ｓ６は、アナログ映像信
号と同一時間、同一周波数内に重畳されるため、周波数フィルタや単純な情報の置き換え
では削除および修正が不可能である。
【００５１】
したがって、映像信号に重畳されたＳＳ複製防止制御信号が取り除かれることがなく、Ｓ
Ｓ複製防止制御信号をモニタ受像機や記録装置などの装置に確実に提供することができる
。
【００５２】
図１の例では、復号化した映像信号をアナログ信号に変換した後に、Ｄ／Ａ変換されたＳ
Ｓ複製防止制御信号Ｓ６を、当該アナログ映像信号に重畳するようにした。しかし、情報
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出力装置１０は、図５の例のような構成とすることもできる。すなわち、図５に示すよう
に、復号化部１２からのデジタル映像信号と、ＳＳ複製防止制御信号生成部１６からのデ
ジタルＳＳ複製防止制御信号Ｓ５とをデジタル加算部１８で加算する。そして、この加算
部１８の出力をＤ／Ａ変換器１９でアナログ信号に変換することで、ＳＳ複製防止制御信
号が重畳されたアナログ映像信号Ｓ７を得る。その他は、図１の例とまったく同様である
。
【００５３】
次に、上述の情報出力装置１０からの出力信号の供給を受けて、情報を記録する記録装置
について説明する。
【００５４】
図６は、この実施の形態の情報複製防止システムで用いられる記録装置２０の一例の構成
例を示す図である。この記録装置２０は、この実施の形態において、ＤＶＤ装置の記録系
に相当する。
【００５５】
この実施の形態の記録装置２０は、図６に示すように、Ａ／Ｄ変換器２１、符号化部２２
、書き込み部２３、ＳＳ複製防止制御信号検出部２４、複製の許可／禁止を制御する複製
制御部２５を備えている。また、ディスク２００は、記録装置２０により映像信号が書き
込まれるＤＶＤである。
【００５６】
情報出力装置１０からこの記録装置２０に供給されるアナログ映像信号Ｓ７は、Ａ／Ｄ変
換回路２１によりＡ／Ｄ変換され、デジタル映像信号Ｓ２１として、符号化部２２、ＳＳ
複製防止制御信号検出部２４に供給される。
【００５７】
符号化部２２は、デジタル映像信号Ｓ２１の供給を受けて、映像同期信号を除去したり、
デジタル映像信号をデータ圧縮するなどの符号化処理を行って、記録用のデジタル映像信
号Ｓ２２を形成し、これを書き込み部２３に供給する。
【００５８】
ＳＳ複製防止制御信号検出部２４は、逆スペクトラム拡散を行って、デジタル映像信号Ｓ
２１に重畳されている複製防止制御信号を取り出す逆スペクトラム拡散処理手段としての
機能を有するものである。
【００５９】
図７は、この実施の形態の記録装置２０のＳＳ複製防止制御信号検出部２４の構成を説明
するためのブロック図である。図７に示すように、この例のＳＳ複製防止制御信号検出部
２３は、供給されたデジタル信号Ｓ２１からスペクトラム拡散された複製防止制御信号を
取り出す逆拡散部２４１と、この逆拡散部２４１により取り出された複製防止制御信号を
元の複製防止制御信号に復元するデータ判定部２４２と、複製防止制御信号をスペクトラ
ム拡散しているＰＮ符号を検出するＰＮ符号検出部２４３と、ＳＳ複製防止制御信号検出
制御部２４４とを備えている。
【００６０】
図７に示すように、ＳＳ複製防止制御信号検出制御部２４４は、記録装置２０において用
いられるクロック信号ＣＬＫの供給を受けて、イネーブル信号ＥＮ１、リセット信号ＲＥ
１を形成し、これをＰＮ符号検出部２４３に供給して、複製防止制御信号をスペクトラム
拡散しているＰＮ符号の検出処理を制御する。
【００６１】
この実施の形態においてＰＮ符号検出部２４３は、例えばスライディング相関器が用いら
れて形成されたものである。ＰＮ符号検出部２４３は、イネーブル信号ＥＮ１により動作
が可能な状態にされる。そして、リセット信号ＲＥ１に応じたタイミング毎に、クロック
信号ＣＬＫに基づいて、ＰＮ符号列を生成する。
【００６２】
ＰＮ符号検出部２４３は、生成したＰＮ符号列と複製防止制御信号をスペクトラム拡散し
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ているＰＮ符号列との相関を求めることにより、複製防止制御信号をスペクトラム拡散し
ているＰＮ符号列を検出する。
【００６３】
ＰＮ符号検出部２４３は、これにおいて生成したＰＮ符号列と、複製防止制御信号をスペ
クトラム拡散しているＰＮ符号列との相関を求めた結果を示す信号Ｓ３１をＳＳ複製防止
制御信号検出制御部２４４に供給する。この信号Ｓ３１は、上述のように、ＰＮ符号検出
部２４３で、生成したＰＮ符号列と複製防止制御信号をスペクトラム拡散しているＰＮ符
号列との相関を求めた結果、相関が高ければ、レベルの高い信号となり、相関が低ければ
、レベルの低い信号となる。
【００６４】
ＳＳ複製防止制御信号検出制御部２４４は、ＰＮ符号検出部２４３からの相関を求めた結
果を示す信号Ｓ３１が、予め決められたレベル以上の信号であるときには、複製防止制御
信号をスペクトラム拡散しているＰＮ符号列と、ＰＮ符号検出部２４３において生成した
ＰＮ符号列との同期が合っている状態であって、複製防止制御信号をスペクトラム拡散し
ているＰＮ符号列を検出したと判断する。その逆に、ＰＮ符号検出部２４３からの信号Ｓ
３１が、予め決められたレベル以下であれば、複製防止制御信号をスペクトラム拡散して
いるＰＮ符号列と、ＰＮ符号検出部において生成したＰＮ符号列との同期は合っていない
と判断する。
【００６５】
そして、ＰＮ符号検出部２４３において、複製防止制御信号をスペクトラム拡散している
ＰＮ符号列が検出されないときには、ＳＳ複製防止制御信号検出制御部２４４からのリセ
ット信号ＲＥ１による制御を受けて、ＰＮ符号検出部２４３は、これより発生させるＰＮ
符号列の位相を調整し、前述の相関演算を行い、ＰＮ符号列の検出処理を繰り返す。
【００６６】
また、ＰＮ符号検出部２４３において、複製防止制御信号をスペクトラム拡散しているＰ
Ｎ符号列が検出されたときには、ＳＳ複製防止制御信号検出制御部２４４は、ＰＮ符号検
出部２４３の検出結果に応じて、逆拡散部２４１においてのＰＮ符号列の発生の開始タイ
ミングを制御する信号ＣＴ１を形成し、この信号ＣＴ１を逆拡散部２４１に供給する。ま
た、ＳＳ複製防止制御信号検出制御部２４４は、データ判定部２４２を制御する信号ＣＴ
２を形成して、これをデータ判定部２４２に供給する。
【００６７】
逆拡散部２４１は、図示しないがＰＮ符号発生器や乗算回路を備えている。そして、ＳＳ
複製防止制御信号検出制御部２４４からの信号ＣＴ１で示されるタイミング毎に、クロッ
ク信号ＣＬＫに応じてＰＮ符号列を発生させる。そして、発生させたＰＮ符号列を用いて
、逆スペクトラム拡散を行い、広帯域、低レベルの信号とされた複製防止制御信号を、元
の狭帯域、高レベルの信号として、信号Ｓ２１から抽出する。抽出された複製防止制御信
号Ｓ３２は、データ判定部２４２に供給される。
【００６８】
データ判定部２４２は、抽出された複製防止制御信号Ｓ３２を復元して、複製制御部２５
に供給する。すなわち、複製防止制御信号Ｓ３２が指示する複製制御内容を判定し、その
判定結果Ｓ２４を複製制御部２５に供給する。
【００６９】
なお、図７に示したＳＳ複製防止制御信号検出部２４のＰＮ符号検出部２４３および逆拡
散部２４１においてＰＮ符号列を発生させるＰＮ符号発生器は、前述した情報出力装置１
０のＳＳ複製防止制御信号生成部１６において用いられる図３に示したＰＮ符号発生器と
同様に形成されたものである。
【００７０】
複製制御部２５は、複製防止制御信号の復元結果に基づいて、書き込み部２３を制御する
ための制御信号Ｓ２５を形成し、これを書き込み部２３に供給する。制御信号Ｓ２５は、
映像信号のディスク２００への書き込みの許可あるいは禁止を制御するものである。
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【００７１】
書き込み部２３は、複製制御部２５からの制御信号Ｓ２５が、複製を許可するものである
ときは、符号化部２２からのデジタル映像信号Ｓ２２をディスク２００に書き込み、制御
信号Ｓ２５が複製を禁止するものであるときには、デジタル映像信号Ｓ２２をディスク２
００に書き込まないようにする。
【００７２】
このように、この実施の形態の記録装置２０においては、供給されるアナログ映像信号に
は、スペクトル拡散された複製防止制御信号が重畳されており、逆スペクトラム拡散する
ことにより、映像信号に重畳されたこの複製防止制御信号を検出し、検出した複製防止制
御信号に応じて、供給された映像信号に対する複製防止制御を行なうことができる。
【００７３】
図６の例の記録装置２０では、入力信号Ｓ７を、Ａ／Ｄ変換器２１によりデジタル信号に
変換した後に、ＳＳ複製防止制御信号検出部２４に供給するようにしたが、ＳＳ複製防止
制御信号の検出は、アナログ信号Ｓ７からも行うことができる。
【００７４】
図８は、その場合の例であり、情報出力装置１０からの信号Ｓ７は、Ａ／Ｄ変換器２１に
供給されると共に、ＳＳ複製防止制御信号検出部２６に供給される。そして、ＳＳ複製防
止制御信号検出部２６では、信号Ｓ７中のＳＳ複製防止制御信号にＰＮ符号に同期したＰ
Ｎ符号の検出が行われ、複製防止制御信号が復元される。そして、その復元結果が複製制
御部２５に供給される。その他は、図６の例と同様である。
【００７５】
［第２の実施の形態］
図９は、この第２の実施の形態の情報出力装置３０の構成例を示す図である。この例の情
報出力装置３０は、前述した第１の実施の形態の情報出力装置１０と同様に、ＤＶＤ装置
の再生系に相当する。
【００７６】
また、図９に示すように、この第２の実施の形態の情報出力装置３０は、読み出し部３１
、復号化部３２、Ｄ／Ａ変換器３３、加算部３４、複製防止制御信号抽出部３５、ＳＳ複
製防止制御信号生成部３６、Ｄ／Ａ変換器３７、タイミング生成部３８を備えている。複
製防止制御信号抽出部３５、ＳＳ複製防止制御信号生成部３６、Ｄ／Ａ変換器３７、タイ
ミング生成部３８以外の各部は、ディスク１００を含め、前述した第１の実施の形態の情
報出力装置１０の対応する各部と同様のものである。
【００７７】
そして、この情報出力装置３０の複製防止制御信号抽出部３５、ＳＳ複製防止制御信号生
成部３６、Ｄ／Ａ変換器３７は、図１を用いて前述した情報出力装置１０の複製防止制御
信号抽出部１５、ＳＳ複製防止制御信号生成部１６、Ｄ／Ａ変換器１７と同様の機能を有
するものであるが、タイミング生成部３８からのタイミング信号の供給を受けて動作する
ようにされている点で、図１に示した情報出力装置１０の対応する各部とは異なるもので
ある。
【００７８】
この第２の実施の形態の情報出力装置３０において、タイミング生成部３８は、Ｄ／Ａ変
換器１３からのアナログ映像信号Ｓ３の供給を受けて、このアナログ映像信号Ｓ３中の映
像同期信号を基準信号として用いてクロック信号や各種のタイミング信号を生成するもの
である。
【００７９】
図１０は、このタイミング生成部３８の詳細構成例を示すブロック図である。図１０に示
すように、タイミング生成部３８は、基準タイミング検出部３８１と、ＰＬＬ回路３８２
と、タイミング信号生成部３８３とを備えている。
【００８０】
基準タイミング検出部３８１は、Ｄ／Ａ変換器３３からのアナログ映像信号Ｓ３から、基
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準タイミング信号としての映像同期信号を抽出する。この実施の形態においては、基準タ
イミング信号として垂直同期信号を用いるもので、基準タイミング検出部３８１は、垂直
同期信号Ｓ４１を抽出し、これをＰＬＬ回路３８２およびタイミング信号生成部３８３に
供給する。
【００８１】
ＰＬＬ回路３８２は、垂直同期信号Ｓ４１に同期したクロック信号ＣＬＫ１を生成する。
このクロック信号ＣＬＫ１は、タイミング信号生成部３８３に供給されると共に、複製防
止制御信号抽出部３５、ＳＳ複製防止制御信号生成部３６、Ｄ／Ａ変換器３７などに、そ
れぞれ供給される。
【００８２】
タイミング信号生成部３８３は、垂直同期信号Ｓ４１とクロック信号ＣＬＫ１とに基づい
て、リセット信号ＲＥ１や、その他の各種のタイミング信号を生成して出力する。この第
２の実施の形態において、リセット信号ＲＥ１は、垂直同期信号に同期し、１垂直区間を
１周期とする信号として生成される。
【００８３】
複製防止制御信号抽出部３５は、読み出し部３１からの再生映像信号成分Ｓ２の情報デー
タ列中から複製防止制御信号を抽出する。そして、タイミング生成部３８からのクロック
信号ＣＬＫ１により、これを複製防止制御信号Ｓ４としてＳＳ複製防止制御信号生成部３
６に供給する。
【００８４】
ＳＳ複製防止制御信号生成部３６は、複製防止制御信号Ｓ４をスペクトラム拡散するスペ
クトラム拡散手段としての機能を有するものである。
【００８５】
この第２の実施の形態においても、ＳＳ複製防止制御信号生成部３６は、図２を用いて前
述したＳＳ複製防止制御信号生成部１６と同様の構成とされている。しかし、この第２の
実施の形態においては、ＳＳ複製防止制御信号生成部３６には、タイミング生成部３８か
らの映像同期信号に同期したクロック信号ＣＬＫ１が供給されると共に、リセット信号と
して、垂直同期信号Ｓ４１に同期した垂直周期のリセットＲＥ１が供給され、ＳＳ複製防
止制御信号生成部３６からは、１垂直周期ごとにリセットされて繰り返すＰＮ符号列によ
り複製防止制御信号がスペクトラム拡散されたＳＳ複製防止制御信号Ｓ５ｖが得られる。
【００８６】
すなわち、この第２の実施の形態においては、ＳＳ複製防止制御信号生成部３６では、図
１１に示すように、垂直同期信号（図１１Ａ）に同期して、１垂直区間を１周期とするリ
セット信号ＲＥ１（図１１Ｂ）により、１垂直周期毎に、ＰＮ符号列生成部が初期化され
て、１垂直周期を繰り返し周期とするＰＮ符号列（図１１Ｃ）ＰＳｖを、クロック信号Ｃ
ＬＫ１に同期して発生させる。そして、このＰＮ符号列ＰＳｖにより、複製防止制御信号
Ｓ４をスペクトラム拡散して、ＳＳ複製防止制御信号Ｓ５ｖを生成する。
【００８７】
このＳＳ複製防止制御信号Ｓ５ｖがＤ／Ａ変換されて、アナログＳＳ複製防止制御信号Ｓ
６ｖが形成され、これがアナログ映像信号Ｓ３に重畳されて、出力映像信号Ｓ７ｖが形成
される。そして、この出力映像信号Ｓ７ｖが、モニタ受像機や記録装置に供給される。
【００８８】
なお、上述した情報出力装置３０において、タイミング生成部３８は、Ｄ／Ａ変換後のア
ナログ映像信号Ｓ３の供給を受けて、基準信号としての垂直同期信号を抽出し、各種のタ
イミング信号を生成するものとして説明したが、Ｄ／Ａ変換前のデジタル映像信号の供給
を受けて、このデジタル映像信号から基準信号としての垂直同期信号を抽出し、各種のタ
イミング信号やクロック信号を生成するようにしてもよい。
【００８９】
次に、上述の情報出力装置３０からの出力信号の供給を受けて、情報を記録する記録装置
について説明する。
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【００９０】
図１２は、この第２の実施の形態の情報複製防止システムで用いられる記録装置４０を説
明するための図である。記録装置４０は、この実施の形態において、ＤＶＤ装置の記録系
に相当する。
【００９１】
この実施の形態の記録装置４０は、図１２に示すように、Ａ／Ｄ変換器４１、符号化部４
２、書き込み部４３、ＳＳ複製防止制御信号検出部４４、複製の許可／禁止を制御する複
製制御部４５、タイミング生成部４６を備えており、ＳＳ複製防止制御信号検出部４４、
タイミング生成部４６以外の各部は、ディスク２００を含め、前述の図６に示した第１の
実施の形態の記録装置２０の対応する各部と同様のものである。
【００９２】
そして、この記録装置４０のＳＳ複製防止制御信号検出部４４は、前述の記録装置２０の
ＳＳ複製防止制御信号検出部２４と同様に、逆スペクトラム拡散を行なう機能を有するも
のであるが、後述するように、逆スペクトラム拡散に用いる逆拡散用のＰＮ符号列の発生
の開始タイミングがタイミング生成部４６からのリセット信号により制御される。
【００９３】
前述したように、情報出力装置３０においては、映像信号中の垂直同期信号に同期し、１
垂直区間を１周期とするリセット信号ＲＥ１に基づいてＰＮ符号列ＰＳｖを生成し、この
ＰＮ符号列ＰＳｖを用いて、複製防止制御信号列をスペクトラム拡散している。
【００９４】
このため、記録装置４０においても、情報出力装置３０から供給される映像信号中の垂直
同期信号に基づいて、逆スペクトラム拡散に用いる逆拡散用のＰＮ符号列を１垂直区間毎
に生成することにより、拡散用のＰＮ符号列ＰＳｖと同じタイミングの逆拡散用のＰＮ符
号列を生成させることが容易にできる。
【００９５】
この第２の実施の形態の記録装置４０のタイミング生成部４６は、図１０に示したものと
同様の構成を備えており、この記録装置４０の入力信号Ｓ７ｖの垂直同期信号に基づいて
、クロック信号および逆拡散用のＰＮ符号列の発生の開始タイミングを制御するリセット
信号を生成し、これをＳＳ複製防止制御信号検出部４４に供給する。
【００９６】
この場合、タイミング生成部４６から得られるリセット信号は、情報出力装置３０のＳＳ
複製防止制御信号生成部３６において用いられたリセット信号ＲＥ１に対応する信号であ
り、垂直周期の信号である。したがって、このタイミング生成部４６から得られるリセッ
ト信号は、リセット信号ＲＥ１に同期する信号であって、逆拡散用のＰＮ符号列をその先
頭から生成させるための信号とすることができる。このため、ＳＳ複製防止制御信号検出
部４４では、第１の実施の形態とは異なり、スライディング相関器などを用いた逆拡散の
ためのＰＮ符号の位相制御は不要となる。
【００９７】
ＳＳ複製防止制御信号検出部４４は、上述したように、タイミング生成部４６からのリセ
ット信号を含むタイミング信号に基づいて、逆拡散用のＰＮ符号列を生成し、これにより
、逆スペクトラム拡散を行なうことにより、Ａ／Ｄ変換器４１からのデジタル映像信号に
重畳されている複製防止制御信号を復元し、これを複製制御部４５に供給する。
【００９８】
このように、この第２の実施の形態においては、垂直同期信号を基準信号とした、垂直周
期のＰＮ符号列を用いてスペクトラム拡散および逆スペクトラム拡散を行う。したがって
、記録装置４０においては、垂直同期信号に同期したリセット信号を生成して、容易に逆
拡散用のＰＮ符号列を生成することができるので、逆スペクトラム拡散を迅速に実行し、
迅速にスペクトラム拡散されて映像信号に重畳されている複製防止制御信号を検出するこ
とができる。
【００９９】
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また、上述した記録装置４０において、タイミング生成部４６は、Ａ／Ｄ変換後のデジタ
ル映像信号Ｓ４１の供給を受けて、各種のタイミング信号を生成するようにしたが、Ａ／
Ｄ変換前のアナログ映像信号Ｓ７ｖの供給を受けて、このアナログ映像信号Ｓ７ｖから基
準信号としての垂直同期信号を抽出し、クロック信号やリセット信号などのタイミング信
号を生成するようにしてもよい。
【０１００】
また、この第２の実施の形態においては、前述のように、拡散用、逆拡散用のＰＮ符号列
は、１垂直区間毎に生成する場合に限らず、２垂直区間毎、４垂直区間毎のように複数垂
直区間毎に生成するようにしてもよいし、１／２垂直区間毎、１／４垂直区間毎のように
１垂直区間を複数に分割し、１分割区間毎、複数分割区間毎に生成するようにしてもよい
。
【０１０１】
また、映像同期信号は、垂直同期信号に限るものではなく、水平同期信号を用いるように
してもよい。この場合にも、拡散用、逆拡散用のＰＮ符号列を複数水平区間毎に生成する
ようにしてもよいし、１水平区間を複数に分割し、１分割区間毎、複数分割区間毎に生成
するようにしてもよい。
【０１０２】
［情報出力装置のＳＳ複製防止制御信号生成部の他の例］
以上の実施の形態では、一つのＰＮ符号により、１ビットや２ビットなどの低ビットの複
製防止制御信号をスペクトラム拡散して、ＳＳ複製防止制御信号を生成するようにしたが
、以下に説明するように、複製防止制御信号をスペクトラム拡散するのではなく、ＰＮ符
号そのものやＰＮ符号と他の符号との混合を、複製防止制御信号が指示する制御内容に応
じて伝送することもできる。
【０１０３】
図１３の例は、位相の異なるＰＮ符号を用いたＳＳ複製防止制御信号生成部の一実施例で
ある。
【０１０４】
この例においては、ＰＮ符号発生部１００１から出力されるＰＮ符号ＰＳは、選択部１０
０３に供給されると共に、シフトレジスタ１００２に供給される。このシフトレジスタ１
００２からは、ＰＮ符号ＰＳがクロック信号により順次にタイムシフトされた、位相が順
次に異なるＰＮ符号ＰＳａ、ＰＳｂ、…、ＰＳｎが出力されて、それぞれ選択部１００３
に供給される。
【０１０５】
そして、選択部１００３には、選択制御信号として複製防止制御信号ＦＳが供給される。
選択部１００３は、複数の位相のＰＮ符号ＰＳ，ＰＳａ，ＰＳｂ，…，ＰＳｎのうちから
、選択制御信号である複製防止制御信号の制御内容、つまり、複製禁止や複製許可などに
応じた、一つの位相のＰＮ符号を選択して、ＳＳ複製防止制御信号として出力する。
【０１０６】
図１４の例は、異なる系列のＰＮ符号を用いた場合のＳＳ複製防止制御信号生成部の一実
施例である。
【０１０７】
この例では、それぞれ異なる系列のＰＮ符号ＰＳ１，ＰＳ２，…，ＰＳ３を生成する複数
個のＰＮ符号生成部１０２１、１０２２、…、１０２３が設けられる。そして、各ＰＮ符
号生成部１０２１、１０２２、…、１０２３の出力は、選択部１０２４に入力される。
【０１０８】
そして、選択部１０２４には、選択制御信号として複製防止制御信号ＦＳが供給される。
選択部１０２４は、複数の系列のＰＮ符号ＰＳ１，ＰＳ２，…，ＰＳ３のうちから、選択
制御信号である複製防止制御信号の制御内容、つまり、複製禁止や複製許可などに応じた
、一つの系列のＰＮ符号を選択して、ＳＳ複製防止制御信号として出力する。
【０１０９】
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図１５の例は、１種類のＰＮ符号と、複数の直交符号を用いた場合のＳＳ複製防止制御信
号生成部の一実施例である。
【０１１０】
この例では、１個のＰＮ符号生成部１０４１と、互いに異なる直交符号を生成する直交符
号生成部１０４２、１０４３、…、１０４４が設けられる。そして、ＰＮ符号生成部１０
４１の出力ＰＮ符号ＰＳは、乗算部１０４６に入力される。また、直交符号生成部１０４
２、１０４３、…、１０４４からの、異なる直交符号は、選択部１０４５に入力される。
また、選択部１０４５には、選択制御信号として複製防止制御信号ＦＳが供給される。
【０１１１】
選択部１０４５は、複数の異なる直交符号から、選択制御信号である複製防止制御信号の
制御内容、つまり、複製禁止や複製許可などに応じた、一つの直交符号を乗算部１０４６
に出力する。乗算部１０４６では、ＰＮ符号ＰＳと、選択された直交符号が乗じられて、
その乗算結果が、ＳＳ複製防止制御信号として出力される。
【０１１２】
［ＳＳ複製防止制御信号生成部の他の例に対応するＳＳ複製防止制御信号検出部の例］
図１６の例は、図１３の例の異なる位相のＰＮ符号が用いられたＳＳ複製防止制御信号が
重畳された映像信号を受信する記録装置のＳＳ複製防止制御信号検出部の一実施例である
。
【０１１３】
この例のＳＳ複製防止制御信号検出部では、Ａ／Ｄ変換されてデジタル信号とされたＳＳ
複製防止制御信号が重畳された受信信号は、ＰＮ符号検出部１０６１に入力される。この
ＰＮ符号検出部１０６１では、ＰＮ符号のタイミングが検出され、その結果が複製防止制
御情報生成部１０６２に入力される。複製防止制御情報生成部１０６２は、ＰＮ符号のタ
イミングの違いから、複製防止制御情報が指示する制御内容を特定し、その特定結果に応
じて、複製制御部に供給する複製制御情報を生成し、出力する。
【０１１４】
図１７の例は、図１４の例の異なる系列のＰＮ符号あるいは図１５の例の１種類のＰＮ符
号と複数の直交符号を組み合わせた符号が用いられたＳＳ複製防止制御信号が重畳された
映像信号を受信する記録装置のＳＳ複製防止制御信号検出部の一実施例である。
【０１１５】
この例のＳＳ複製防止制御信号検出部では、Ａ／Ｄ変換されてデジタル信号とされたＳＳ
複製防止制御信号が重畳された受信信号は、ＰＮ符号検出部１０８１、１０８２、…、１
０８３に入力される。ＰＮ符号検出部１０８１、１０８２、…、１０８３のそれぞれは、
それぞれ異なるＰＮ符号または１種類のＰＮ符号と異なる直交符号を掛け合わせた符号を
検出する。その出力は複製防止制御情報生成部１０８４に入力される。複製防止制御情報
再生部１０８４は、どの符号列が検出されたかをもとに、複製防止制御情報の種類を特定
し、その特定結果に応じて、複製制御部に供給する複製制御情報を生成し、出力する。
【０１１６】
以上のようなＳＳ複製防止制御信号生成部およびＳＳ複製防止制御信号検出部を用いた場
合には、重畳させる複製制御情報を生成するスペクトラム拡散において、異なる位相のＰ
Ｎ符号あるいは直交符号とＰＮ符号とを組み合わせた符号を用いることで、複数の複製制
御情報を同時に付加することも可能である。
【０１１７】
なお、上述の第１および第２の実施の形態においては、Ｍ系列のＰＮ符号を用いるように
したが、これに限るものではなく、Ｇｏｌｄ符号系列の符号など各種の拡散符号を用いる
ことができる。
【０１１８】
また、以上の例は、情報信号が映像信号の場合であるが、オーディオ信号やその他の複製
を防止する要求が生じるすべての情報の複製防止制御に、この発明は適用可能である。
【０１１９】
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また、以上の説明では、記録媒体に、予め複製防止制御情報がデジタル信号の形式で記録
されている場合について説明したが、記録媒体に記録されている情報がアナログ情報であ
って、前述したＡＧＣ方式やＡＰＣ方式による消極的な複製防止対策が施されている記録
媒体を再生して情報を出力する情報出力装置にも、この発明は適用可能である。
【０１２０】
すなわち、その場合には、情報出力装置は、複製防止制御信号の発生部を備え、例えば、
前述のＡＧＣ方式のための大振幅の疑似同期信号を検知したときに、この複製防止制御信
号を発生させて上述のように、これをスペクトラム拡散して、アナログ出力情報信号に重
畳して出力するようにする。このようにすれば、記録媒体には、複製防止制御信号が記録
されていない場合にも、複製防止制御を確実に行わせるようにすることができる。
【０１２１】
同様に、デジタル信号の形式で情報が記録されている記録媒体であって、付加情報として
著作権情報は記録されていても、直接的な複製防止制御情報が記録されていない記録媒体
を再生を行う情報出力装置においても、再生に際して、付加情報としての前記著作権情報
を検知したときに、複製防止制御信号を発生させて上述のように、これをスペクトラム拡
散して、アナログ出力情報信号に重畳して出力するようにすれば、アナログ接続の場合に
おいて、記録装置における複製防止制御を確実に行わせるようにすることができる。
【０１２２】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明では、再生装置などの情報出力装置から出力するアナログ
情報信号に対し、複製防止制御信号をスペクトラム拡散することにより周波数帯域を広げ
、アナログ情報信号と同一時間、同一周波数内で重畳させたので、周波数フィルタや単純
な情報信号の置き換えでは複製制御情報の削除および修正が不可能となる。このため、ア
ナログ接続であっても、有効に複製防止制御を行うことができる。
【０１２３】
そして、複製防止制御信号は、スペクトラム拡散して、低信号レベルで重畳させるように
することができるため、アナログ情報信号に対して劣化等の影響をほとんど与えることが
ない。
【０１２４】
また、重畳させる複製制御情報を生成するスペクトラム拡散において、異なる位相のＰＮ
符号あるいは直交符号とＰＮ符号を組み合わせた符号を用いることで、複数の複製制御情
報を同時に付加することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明による情報出力装置の一実施の形態を説明するためのブロック図である
。
【図２】図１の実施の形態中のＳＳ複製防止制御信号生成部を説明するためのブロック図
である。
【図３】図２の一部のＰＮ符号列生成部の一例を説明するためのブロック図である。
【図４】ＳＳ複製防止制御信号と情報信号の関係をスペクトルで示した図である。
【図５】この発明による情報出力装置の一実施の形態の他の例を説明するためのブロック
図である。
【図６】この発明による情報記録装置の一実施の形態を説明するためのブロック図である
。
【図７】図６の実施の形態におけるＳＳ複製防止制御信号検出部の一例を示すブロック図
である。
【図８】この発明による情報記録装置の一実施の形態の他の例を説明するためのブロック
図である。
【図９】この発明による情報出力装置の一実施の形態の他の例を説明するためのブロック
図である。
【図１０】図９の実施の形態におけるタイミング生成部の例を示すブロック図である。
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【図１１】図９の実施の形態の要部の原理を説明するためのタイミングチャートを示す図
である。
【図１２】この発明による情報記録装置の一実施の形態の他の例を説明するためのブロッ
ク図である。
【図１３】この発明による情報出力装置に用いられるＳＳ複製防止制御信号生成部の他の
例を示すブロック図である。
【図１４】この発明による情報出力装置に用いられるＳＳ複製防止制御信号生成部の他の
例を示すブロック図である。
【図１５】この発明による情報出力装置に用いられるＳＳ複製防止制御信号生成部の他の
例を示すブロック図である。
【図１６】この発明による情報記録装置に用いられるＳＳ複製防止制御信号検出部の他の
例を示すブロック図である。
【図１７】この発明による情報記録装置に用いられるＳＳ複製防止制御信号検出部の他の
例を示すブロック図である。
【図１８】複製防止制御システムの従来の構成を説明するためのブロック図である。
【符号の説明】
１０…情報出力装置、１１および３１…読み出し部、１２および３２…復号化部、１３お
よび３３…Ｄ／Ａ変換器、１４および３４…加算部、１５および３５…複製防止制御信号
抽出部、１６および３６…ＳＳ複製防止制御信号生成部、１７および３７…Ｄ／Ａ変換器
、２０…情報記録装置、２１および４１…Ａ／Ｄ変換器、２２および４２…符号化部、２
３および４３…書き込み部、２４および４４…ＳＳ複製防止制御信号検出部、２５および
４５…複製制御部、２５…タイミング生成部、３８…タイミング生成部、４０…情報記録
装置、４６…タイミング生成部、１００…出力側記録媒体、１６１…複製防止制御信号生
成部、１６２…ＰＮ符号列生成部、２００…記録側記録媒体、２４１…逆拡散部、２４２
…データ判定部、２４３…ＰＮ符号検出部、２４４…複製防止制御信号検出制御部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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